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下大和田・小山町谷津田だより －2023 年 ７月 No.257 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 281 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2023 年 ６月 ４日（日）晴れ   報告：田中正彦 

関東より西の地方は、５月中に梅雨入りしました。昨日は関東地方

も大雨でしたが、今日は天気に恵まれ、田んぼの水位も平常に戻って

いました。日本生態系協会の亀田聡さんも参加して、開発問題を考え

ながらの観察会となりました。 

最初に、田んぼの畦を歩いてメダカやドジョウなどをじっくり観察。

話題になっている千葉市で 35 年ぶりに記録されたキツネを撮影した

赤外線カメラやアライグマの罠を確認。森に入ってニホンミツバチの

巣やトモエソウなどを観察しました。ホトトギスが雌雄で鳴き交わす

のが聞こえたり、近づく夏を感じる 1日でした。             参加者９名（大人 ９名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
森と水辺の手入れ「側溝掃除と草刈り、サツマイモの移植」 2023 年６月 18 日 晴れ   報告：平沼勝男  
梅雨の中休みという言葉がピッタリ当てはまる日でした。一足早く夏が来ま

した。最初の作業は、この日集まった５人全員でトンネル脇のＵ字溝のお掃除

です。二つの台風がもたらした大雨は大量の枯葉や枝をもたらしていました。

まんのう鍬で掘り出すと元気なミミズが沢山出てきます。すでに堆肥化してい

ました。ただ森に捨てるのはもったいない、畑にまきたいような見事な堆肥で

した。 
その後参加者は１名増え、二つのグループに分けました。畑グループと草刈

りグループです。畑ではサツマイモの苗を植える作業をしました。５月 21 日

にジャガイモを収穫したあと畑を寝かせてきました。いよいよサツマイモ作りの開始です。秋の収穫が楽しみです。 
草刈りは田んぼの周辺と、自然観察会の歩くコースを刈払機で行いました。おかげで田んぼ周辺と観察路はすっ

きりしました。余った時間で畔の補修と緑米田んぼの水の出口の修理をしました。水が溜まらい古代米田んぼでし

たがこれからは水位も上がるでしょう。我々の作業の傍らで、稲たちは強い陽の光を浴びて元気に成長していたで

しょう。                                参加者６名（大人５名、小学生１名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 292 回 下大和田ＹＰＰ「田の草取り②」 2023 年６月 24 日 晴れ     報告：平沼勝男 
第 14 回 下大和田ヘイケボタル観察会 
前回の田の草取り（６月３日）は雨で中止。中止ながらもスタッフが４人来

ましたので、曇り空の下で限られた面積の草取りをしました。今回は今年初め

ての参加者を募った形の田の草取りです。しかし、ホタル観察会を同日開催に

し、開始時間を午後４時にしました。これは CEIC の歴史の中で初めての試み

です。この判断が良かった。 
日中は暑かったのですが、この時間では涼しかった。作業ははかどりました。

コシヒカリ田んぼと緑米田んぼを重点的に。黒米、赤米、農林１号は部分的に

草取りをしました。あとは稲たちに頑張って成長してもらいます。  
参加者３０名（大人２０名、大学生１名、中学生２名、小学生７名名） 

 
夕方実施の田の草取りを終え、着替えやお食事を済ませた後にホタル観

察会がスタートしました。スタッフからホタルについて基本的な説明があ

りました。ここのホタルはヘイケボタルです。 
夏至の３日後とあって、なかなか暗くなりません。ようやく暗くなって

ホタルが現れたのは７時半過ぎでした。雨天実施の昨年はホタルが少なく

てがっかりしたことが頭をよぎりましたが杞憂でした。次々とホタルの数

が増えました。この日は風もなく、たくさんのホタルが空中を漂います。

実に幻想的な光景でした。ここの田んぼの素晴らしさをあらためて感じました。参加者は満足されたようです。

その様子を観てスタッフも満足しました。  参加者２９名（大人１９名、大学生１名、中学生１名、小学生８名） 



＜小山町での活動＞  

☆６月期の活動 田植え、ほぼ順調に完了 報告：赤シャツ親父 
６月２日、コシヒカリの田植え終了。以後古代米の田植えを進め、６月 22 日、全ての田植えが終了しました。

６月半ばには真夏日となり、夏の訪れも早い様に感じます。草の処理、畦の整備に勤しみ稲の生長を応援します。 
☆令和５年度期 あすみ小学校田んぼ田植え実施 2023 年６月５日（月）報告：赤シャツ親父 
 ６月に入りすぐに、まとまった雨、風に見舞われましたが、当日は汗ばむ様な好天となりました。今期も 100 人

超の児童と、大勢の保護者ボランティアさんが参加され、大変賑やかで活気にあふれた作業でした。熱中症やケガ

も無く、お仕事は捗り、広い田んぼには青々とした苗が整列しました。水の調整に神経を払いながら、大切に成長

を見守ろうと思います。 
☆第 216 回 小山町 YPP「古代米の田植え」 2023 年６月 10 日(土)  報告：たんぽぽ 

 時折雨も降り、蒸し暑さも感じる曇天でした。今後の進行も考え、YPP 田んぼの古代米の田植えは２日前の８

日より開始、同日はその続きを実施しました。昼頃までかけて、半分程度まで田植えを終えることができました。   

参加者３名(大人３名) 
【谷津田・季節のたより】 2023 年 ６月 

＜下大和田町＞  

6/8 東屋に照明装置 6/18をトモエソウが開花 6/28 緑米田んぼにヒシが広がる。 
＜小 山 町＞  
6/20 アカネの仲間羽化 (高山) 

 6/25 キイトトンボ、ショウジョウトンボ初観 (たんぽぽ) 

 6/26 キビダキ、ホトトギス、ウグイスの三重奏 (赤シャツ親父) 

 6/28 ねむの木開花 (たんぽぽ) 
【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

＜下大和田谷津田＞      

・森と水辺の手入れ 

日 時：2023 年 ７月１６日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：森の散策路の整備をします。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 

・お楽しみ会 

日 時：2023 年 ７月２２日（土） ９時 45 分～１２時  

内 容：普段活動している谷津田で、魚採りやザリガニ釣り、フィールドビンゴなどを楽しみます。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物 

・第 293 回 下大和田ＹＰＰ「かかしづくり」 
日 時：2023 年 ８月 ５日（土） ９時 45 分～１４時 雨天中止   

内 容：竹を切り出し、田んぼの守り神のかかしを作ります。 

持ち物：かかしに着せる古着、長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物。 

参加費：ちば環境情報センター会員以外 300 円、会員は無料（小学生以上） 

・第 283 回 観察会とゴミ拾い 「盛夏の谷津散策」 

日 時：2023 年 ８月 ６日（日） ９時 45 分～１５時 雨天決行 
内 容：こども達の大好きなカブトムシやクワガタムシ、トンボやセミなど夏の虫の季節です。 

持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋 
参加費：100 円 
 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 217 回 小山町 ＹＰＰ「畦と水路の整備」 
田植えの終わった田んぼに水がうまく回るように水路と畦を整備します。 

日 時 :2023 年７月１５日（土） 10 時 00 分～ ☆小雨実施。 

場 所 :りんどう広場 

※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

参加ご希望の方は、赤シャツ親父（e-mail;tomizo_i@nifty.com ）までご連絡ください。 
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